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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような出水時の土砂堆積等、土砂動態が活発な天神川水系の土砂管理にかかる取り組み状況について説明します。

天神川流砂系は、砂防域、ダム域、河道域、河口域、海岸域の５つの領域に分かれます。
・砂防域は、砂防施設を整備している倉吉市関金町及び三朝町。
・ダム域は、鳥取県企業局の管理している中津ダムや溜池の箇所。
・河道域は、直轄河川区域上流から河口に至る範囲で樹林化、2極化の進行が課題となっている状況です。
・河口域は、河口に砂州が形成されており、河口閉塞による浸水被害が過去に発生している状況です。
・海岸域は、天神川から流出した土砂で構成されている海岸で鳥取県が管理しています。


海岸域を除く領域に関しては「天神川水系土砂管理区計画（案）」を令和7年2月にとりまとめました。
今後は、この計画に「海岸域」を加え「天神川水系総合土砂管理計画」としてとりまとめることとしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような出水時の土砂堆積等、土砂動態が活発な天神川水系の土砂管理にかかる取り組み状況について説明します。

天神川流砂系は、砂防域、ダム域、河道域、河口域、海岸域の５つの領域に分かれます。
・砂防域は、砂防施設を整備している倉吉市関金町及び三朝町。
・ダム域は、鳥取県企業局の管理している中津ダムや溜池の箇所。
・河道域は、直轄河川区域上流から河口に至る範囲で樹林化、2極化の進行が課題となっている状況です。
・河口域は、河口に砂州が形成されており、河口閉塞による浸水被害が過去に発生している状況です。
・海岸域は、天神川から流出した土砂で構成されている海岸で鳥取県が管理しています。


海岸域を除く領域に関しては「天神川水系土砂管理区計画（案）」を令和7年2月にとりまとめました。
今後は、この計画に「海岸域」を加え「天神川水系総合土砂管理計画」としてとりまとめることとしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このような出水時の土砂堆積等、土砂動態が活発な天神川水系の土砂管理にかかる取り組み状況について説明します。

天神川流砂系は、砂防域、ダム域、河道域、河口域、海岸域の５つの領域に分かれます。
・砂防域は、砂防施設を整備している倉吉市関金町及び三朝町。
・ダム域は、鳥取県企業局の管理している中津ダムや溜池の箇所。
・河道域は、直轄河川区域上流から河口に至る範囲で樹林化、2極化の進行が課題となっている状況です。
・河口域は、河口に砂州が形成されており、河口閉塞による浸水被害が過去に発生している状況です。
・海岸域は、天神川から流出した土砂で構成されている海岸で鳥取県が管理しています。


海岸域を除く領域に関しては「天神川水系土砂管理区計画（案）」を令和7年2月にとりまとめました。
今後は、この計画に「海岸域」を加え「天神川水系総合土砂管理計画」としてとりまとめることとしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
各領域の現状・課題について概要を説明します。
詳細については、次の項で説明します。

・砂防域としては急峻な地形、脆弱な地質により、活発な土砂生産や流出による土砂災害の危険性が大きく、砂防施設を整備しているところで、現在30％程度の整備率となっています。
・ダム域としては県企業局の管理している中津ダムで計画堆砂量を超過している状況です。
・河道域としてはエリアに応じ樹林化、2極化の進行、局所洗堀等の課題を抱えており治水面、環境面からも適切な管理を行う必要があります。
・河口域としては砂州が発達し河口閉塞による浸水被害が過去に発生していることから河口砂州の監視、管理を行う必要があります。
・海岸域としては、左岸側は概ね汀線は維持されている状況に対し、右岸側は後退傾向にあり、海岸管理者の鳥取県によりサンドリサイクルを継続的に実施されています。
　今後は、汀線の後退等に対し、河道掘削土の有効活用など調整する必要があります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
先ほどの各領域における土砂に関する現状と課題について、詳しく説明いたします。

まず砂防域ですが、火山性の脆弱な地質、急峻な地形となっていることから過去に生じた災害から類推すると土砂生産ポテンシャルが非常に高い地形となっています
流域内で砂防施設整備を行っているところですが、整備率は約３０％、直轄砂防堰堤としては天神川に８基、小鴨川流域に34基、三徳川流域に2基設置している状況です。
不透過型砂防堰堤に堆積した土砂は、土砂内に樹木等が混在しており再利用ができないため、残土処分場へ搬出処分を行っている状況です。

課題としては、砂防堰堤に土砂がたまってしまい、海岸域への土砂供給を検討することと、再利用の難しい堆積土砂の活用方法を検討していくことがあげられます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次にダム域についてですが、現状としては集水面積の大きいものとしては県企業局が管理している発電を目的とした中津ダムがあります。
中津ダムでは、R５.8月台風により土砂が堆積し計画堆砂量を超過しています。R５年に取水口付近の浚渫を行っており、上流側の堆積土の浚渫も継続的に実施予定となっています。
その他のため池等では、集水面積も小さく、河道への影響は少ないと考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に河道域です。河道域としては、樹林化、二極化による河積阻害や管理上のアクセス等、巡視における支障が生じています。
天神川本川と小鴨川の合流点付近の低平地には、人口資産の集中する倉吉市街地があり、勾配が緩く土砂堆積しやすい地形となっています。
急流河川のため、洪水時の局所洗堀により護岸が被災し、小鴨川では平成23年の洪水で複数個所で被災が発生していますし、先日の令和5年出水では天神川上流でも根固工の被災が生じました。

課題としては、2極化現状の把握を目的としたモニタリング計画の検討及び河道掘削土の有効活用です。

河道掘削に伴い発生した土砂の活用方法として、北条道路へ搬出することとしています。また、置き土の検討を進めているところです。

合わせて、護岸の根継、根固め等による河岸浸食対策の実施を引き続き進めていくことがあげられます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
二極化の問題と対応について説明します。
・二極化の顕著な箇所として天神川４．４ｋ付近では平成初期までは、みお筋の移動がありましたが、平成10年代頃より、みお筋は右岸側に固定され、深掘れやさすが発達しています。

問題点として、
・二極化の進行により河道内の砂州等が藪化、樹林化し、河積阻害や粗度の上昇、レキ河原や河川環境の喪失、管理上のアクセス・巡視や流量観測における視認性の支障などの問題が生じます。
・また、みお筋では深掘れが進み局所洗掘による護岸基礎部への悪影響も懸念されます。
・出水時には河道内の藪や樹木により砂分がトラップされやすくなり海岸域への土砂供給が減少する懸念もあります。

・引き続きのモニタリングや有識者への相談等を引き続き行っていくこととしています。また、深掘れ箇所への置土についても検討中です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
河道域の砂州・植生環境等についてですが、植生によって砂州が固定化し、さらに土砂がトラップされて安定する状況がみられ、さらなる樹林化を促す悪循環となっています。
大規模抜開を行っても、１～２年で最繁茂してしまう状況です。
また、樹林化に伴い礫河原が減少し、礫河原固有のイカルチドリ等の減少が懸念されます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に河口域についてです。河口域としては右下の写真にありますように、砂州が存在しています。砂州が完全に閉塞し、過去に浸水被害も発生しており、河口砂州の監視及び、維持掘削等の対策が必要となっています。
近年ですとR４年には人力で掘削を実施したり、R５年には重機を用いて維持掘削を実施しているところです。R5年の掘削砂は右岸側の海岸に土砂を運搬しました。

課題としては海岸域への安定的な土砂供給、河口砂州の監視体制の確保、維持しやすい開口部形状の設定などを行い、河口閉塞のリスク回避をする必要があります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
海岸域の現状ですが、鳥取県において、主に天神川の西側にある由良川、天神川左岸地区、右岸地区で汀線維持のため、サンドリサイクルを実施されています。
海岸全体でみると、汀線はサンドリサイクルの効果により維持している状況ですが、天神川右岸地区の中央部では汀線が後退している箇所も確認されています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
天神川水系及び各領域の今後目指す全体像について説明します。

天神川水系の目指す姿としては
砂防・河川・海岸の連携のもと、各領域で整合のとれた対策を実施することにより、生態系に配慮した土砂環境を改善しつつ、土砂洪水災害に対して安全で、可能な限り海岸域への土砂供給を行うことを目指します。

砂防域としては、土砂采配を抑制しながら、下流河道への最適な土砂供給を図るとして、引き続き透過型砂防堰堤により、土砂移動の連続性を確保していきます。

ダム域としては、その機能を維持するための適切なダム堆砂状況を管理します。

河道域としては、洪水に対し局所洗掘等に対する安全整を確保するとともに、レキ河原の減少や樹林化といった供給土砂量の減少に対し、通過土砂量が増えることで、健全な姿を維持します。

河口域としては河口閉塞による内水被害を防止に努めるとして、河口砂州の監視・水路掘削等の対策検討を行っていきます。

また、対策実施後はモニタリングによる監視を行い、効果の評価を行いＰＤＣＡサイクルにより必要に応じ見直しを行うこととしています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
天神川水系及び各領域の今後目指す全体像について説明します。

天神川水系の目指す姿としては
砂防・河川・海岸の連携のもと、各領域で整合のとれた対策を実施することにより、生態系に配慮した土砂環境を改善しつつ、土砂洪水災害に対して安全で、可能な限り海岸域への土砂供給を行うことを目指します。

砂防域としては、土砂采配を抑制しながら、下流河道への最適な土砂供給を図るとして、引き続き透過型砂防堰堤により、土砂移動の連続性を確保していきます。

ダム域としては、その機能を維持するための適切なダム堆砂状況を管理します。

河道域としては、洪水に対し局所洗掘等に対する安全整を確保するとともに、レキ河原の減少や樹林化といった供給土砂量の減少に対し、通過土砂量が増えることで、健全な姿を維持します。

河口域としては河口閉塞による内水被害を防止に努めるとして、河口砂州の監視・水路掘削等の対策検討を行っていきます。

また、対策実施後はモニタリングによる監視を行い、効果の評価を行いＰＤＣＡサイクルにより必要に応じ見直しを行うこととしています。
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